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輝
く
『
ニ
0
0
0
年
』

新
春
を
迎
え

今
金
町
長

の

村

本

光

夫

国
際
的
に
も
最
高

水
準
の
田
氏
所
得
を

実
況
し
、
世
界
中
か

ら
注
目
さ
れ
る
中
で

骨
威
と
美
啓
一
の
的
と

な
っ
た
日
本
型
経
営

シ
ス
テ
ム
が
い
つ
し

か
行

5
詰
ま
り
を
見

せ
始
め
、
内
升
か
ら

深
一
刻
な
制
度
疲
労
を
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
で
、
今
日
の
自
治
体
行

政
は
、
高
齢
社
会
・
少
子
社

会
へ
の
対
応
、
規
制
緩
和
や

地
方
分
権
、
行
政
改
革
、
財

政
改
革
、
情
報
公
明
な
と
様

ヤ
な
行
政
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

手
の
主
眼
は
、
地
域
住
氏
の

方
ヤ
の
白
乙
決
定
・
自
己
責

任
に
委
ね
る
範
囲
の
拡
充
に

あ
り
ま
す
。
地
域
社
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
地
理
的
条
件
、
気

象
条
件
、
歴
史
、
文
化
、
習

俗
、
産
業
構
造
な
と
を
呉
に

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地

域
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
こ

う
し
た
地
域
的
な
諸
条
件
に

適
合
し
た
形
で
捉
供
‘
さ
せ
る

た
め
に
、
そ
の
決
定
と
実
施

を
地
域
住
民
の
白
主
的
な
刻

断
と
選
択
に
委
ね
よ
う
と
す

る
の
が
地
方
自
治
制
度
の
本

Mm
け

ま
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本
年
も
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F
う
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よ
み

t
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bv
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茂
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鉢
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金
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》
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祉
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光
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司
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(
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岡
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夫

同

中

山

一

信

向

上

野

雄

二一

同

村

瀬

広

甲

務

局

長

河

端

義

之

教
育
委
員
会
》

E

員

長

竹

内

輝

雄

宜

員

長

代

理

住

吉

義

行

宮

員

柴

谷

澄

子

同

細

川

信

一

刊

育

長

大

塚

勝

一二

回

理

課

長

稲

川

似

昭

絶

問

主

幹

小

原

ト

キ

子

札

会

教

育

課

長

木

島

武

雄

問

、

王

幹

長

崎

健

司

咽
食
セ
ン
タ
ー
次
長
白
田
田
代
子

「

金

幼

稚

園

長

坂

本

孝

子

農
業
委
員
会
》長

田

中

春

次

長

代

理

樺

口

忠

克

員

(

議

席

順

)

山

本

監

同

南

川

栄

同

向

井

孝

一

同

安

藤

信

孝

岡

山

崎

仁

同

長

谷

川

政

明

縛
か
し
い
ニ

0
0
0
年
の

新
春
を
迫
之
、
謹
ん
で
新
年

の

こ

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す
。戦

後
五
十
年
以
上
が
経
過

し
、
二
十
一
世
丸
の
到
来
を

目
前
に
し
て
日
本
の
社
会
全

体
が
先
行
さ
の
不
透
明
感
や

将
来
の
不
安
感
と
い
っ
た
想

い
に
聞
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

旨
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
政
課

題
に
応
え
る
た
め
、
四
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
介
護
保
険
制

度
へ
の
広
域
的
な
対
応
や
行

政
改
革
大
綱
の
見
直
し
、
情

報
公
開
条
例
の
制
定
手
、
そ

の
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
施
策
の
推
進
事
務
に
直

接
携
わ
る
職
員
の
育
成
と
意

識
改
革
に
つ
い
て
は
、
人
材

育
え
基
本
方
針
を
も
と
に
、

町
氏
に
信
頼
さ
れ
る
役
場
、

信
頼
さ
れ
る
成
員
を
め
さ
し

努

力

を

重

ね

て

ま

い

り

ま

す
。ま

た
、
本
町
の
ニ
十
一
世

紀
の
道
し
る
べ
と
な
る

「
第

四

次

今

金

町

総

合

計

画
L

の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方

分
権
の
本
旨
で
あ
る
住
氏
参

加
を
主
眼
と
し
、
検
山
管
内

最
え
の
農
耕
地
を
活
用
し
た

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
や
吋
の
魅
力
を
育
て
る
商

エ
業
の
振
興
手
に
つ
い
て
、

a 

• • 

後
世
へ
悔
い
を
伐
す
こ
と
の

な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

行
ま
す
。

日
間
J

び
に
な
り
ま
す
が
、
ニ

O
O
O
年

の

新

春

に

あ

た

り
、
家
族
団
地
川
市
の
中
で
町
広

報
に
目
を
返
し
て
頂
い
て
い

る
よ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
な
ろ

う
と
も
、
吋
つ
く
り
原
点
は
、

人
っ
く
り
で
あ
り
、
子
と
も

た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
は
何
も

の
に
も
ホ
冬
え
が
た
い
宝
も
の

で
あ
り
ま
す
。

家
庭
は
、
人
間
に
と
っ
て

最
初
の
学
校
で
あ
り
ま
す
。

父
親
の
こ
と
ば
の
ア
ク
セ
ン

ト
、
母
親
の
ほ
ほ
笑
み
、
祖

父
の
生
き
方
、
祖
母
の
他
人

へ
の
説
叫
し
み
、
そ
れ
ら
が
日

常
の
中
で
知
ら
す
知
ら
ず
に

子
と
も
た
ち
へ
伝
わ
っ
て
行

く
も
の
で
す
。

と
う
そ
、
本
年
も
昨
年
同

様
、
吋
行
政
全
般
に
わ
た
り

ζ

指
導
と
こ
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
中
し

ょ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

に
と
っ
て
幸
多
さ
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
こ
祈
念
中
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

〕
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北
海
道
社
会
貢
献
賞
(
自
治
功
労
者
)
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賞
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小
西
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
に
町

職
員
と
な
ら
れ
、
引
年
間
に
わ
た

り
町
政
の
推
進
に
努
め
、
地
域
の

振
興
発
展
や
職
員
の
育
成
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

産
業
課
商
工
係
を
振
り
出
し
に

教
育
委
員
会
管
理
課
長
、
議
会
事

務
局
長
、
総
務
課
長
等
を
歴
任

し
、
そ
の
豊
富
な
識
見
と
卓
越
し

た
行
政
能
力
が
認
め
ら
れ
収
入

役
、
さ
ら
に
助
役
を
歴
任
す
る
な

ど
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
し
、

他
の
模
範
と
し
て
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

地
方
自
治
の
振
興
で
は
、
行
政

組
織
、
機
構
改
革
に
取
り
組
み
時

代
を
担
う
町
職
員
の
人
材
育
成
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
の
振
興
で
は
、
農
業
構
造

表4弘司、町の財政状況を

財
政
状
況
の
公
表

は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
や
使
用
料
、
国

や
道
か
ら
の
補
助
金
、

地
方
交
付
税
な
ど
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど

の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
町
政
に
対
し
て

の
こ
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
公
表

し
て
い
る
も
の
で
す
。

429万3干円

035万 1干円

464万4干円

歳出予算現額

一般会計 67億 1， 
特別会計 46億 2，
総額 11 3億 3，

西

敏

明
さ
ん
(
白
山
歳
)

改
善
事
業
や
土
地
改
良
事
業
、
商

工
振
興
事
業
、
農
業
後
継
者
対
策

事
業
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
事
業
、
高
齢
者
対
策

事
業
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
関
係
で
は
、
国
保
病

院
の
医
療
体
制
の
確
立
、
ま
た
、

7
つ
の
施
設
が

一
体
と
な
っ
た
総

合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
の
建

設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
・
文
化
で
は
、
中
学
校
統

合
、
社
会
教
育
施
設
の
充
実
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

• 

， 

• 
(単位千円 ・%)

北海道選挙管理委員会から
表彰受ける

キヌ子さん 74歳野

昭
和
位
年
2

月
よ
り
今
金
町

選
挙
管
理
委
員

会
を
経
て
、
平

成
7
年
ロ
月
よ

り
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
職

務
代
理
者
に
選

任
さ
れ
、
現
在

に
至
る
ま
で
ロ

年
7
ヶ
月
に
わ

た
り
、
各
選
挙

の
管
理
執
行
、

公

選

法

の

普

及
、
選
挙
の
啓

発
の
業
務
に
精

進
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
日
年
4
月
日
日
執
行
の
北

海
道
知
事
選
挙
及
び
北
海
道
議
会

議
員
選
挙
は
、

町
内
を
日
の
投
票

区
に
区
分
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
の
円
滑
な
管
理
執
行
を

図
る
た
め
、
「
第
は
回
統
一
地
方

選
挙
今
金
町
実
施
本
部
」
を
設
置

し
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
投

票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
町
選
管
独
自
の
選
挙
公
報

の
発
行
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

な
ど
を
行
い
、
そ
の
成
果
と
し

て
、
前
回
投
票
率
(
平
成
7
年
)
を

5
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
も
上
回
っ
て

お
り
、
特
に
第
4
投
票
区
(
住
吉

町
づ
く
り
推
進
調
整
会
議
で

新
た
に

ω件
の
要
望
事
項

中

U
月
凶
目
、
平
成
日
年
度
第
1

回
目
「
町
内
会
・
自
治
会
町
づ
く

り
推
進
調
整
会
議
」
が
総
合
福
祉

施
設
内
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
町
と
町
内
会
・

自
治
会
が
共
催
で
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
各
地
域
か
ら
要
望
さ
れ
た

事
項
を
、
新
年
度
予
算
に
反
映
し

た
り
、
ま
た
、
中
期

・
長
期
計
画

策
定
の
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
要
望
事
項
は
、
新
規
約

件
、
継
続
必
件
の
計
1
3
2
件
で

昨
年
よ
り
目
件
多
い
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
各
町
内
会

・
自
治
会
長

は
事
前
に
提
出
し
て
い
た
要
望
事

項
を
、
各
担
当
課
長
か
ら
回
答
を

得
て
い
ま
し
た
。• • 

平成 11 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

E謹 4z3=h z 費 89， 761 42， 743 47.6 

総 務 費 877， 306 408，872 46.6 

民 生 '/!i: 1，094，028 502，642 45.9 

1告 生 費 617，662 148，932 24. 1 

労 (動 費 9，869 724 7. 3 

農林水産業費 632，682 93，526 14.8 

商 主 費 96，915 54，318 56.0 

土 木 費 902，999 382，036 42.3 

r白 防 費 227，404 98， 102 43.1 

教 育 2を 616，604 253， 154 41. 1 

災 害 復旧費 227，042 19，653 8. 7 

公 債 費 859，845 427， 724 49. 7 

予 備 主を 5，000 。。。
繰越明前費支出 457，176 107，631 23.5 

ぷtコ" 言十 6，714，293 2，540，057 37.8 

。歳出内訳

区 分
平成 11 年度

予算現額 収入済額 収入率

町 税 567， 736 374，601 66.0 

地方議与税 117，000 33，407 28.6 

利子j!}1J交付 金 4，000 1，857 46.4 

地方消費税父付金 63，000 36，931 58.6 

自動車取得税交付金 36，000 17，386 48.3 

地方特例父付金 12， 169 12，169 100.0 

地方交付税 3，306，191 2，493，297 75.4 

交通安全特別交付金 1，000 。。。
分担金及び負担金 103，889 29，968 28.8 

使用料・手数料 108， 762 51，670 47.5 

国庫支出金 393，922 103，093 26.2 

道 支 出 金 422， 729 73， 793 17.5 

目オ 産 収 入 39， 784 27，604 69.4 

寄 付 金 100 100 100.0 

繰 入 金 53，465 。。。
繰 越 金 7，804 7，805 100.0 

諸 l反 入 563，366 184，503 32.8 

町 1t1 456，200 。。。
繰越明許費収入 457，176 55，489 12. 1 

ぷ口λ 計 6，714，293 3，503，673 52.2 

(単位千円・%)
。歳入内 訳

よ子之三 歳 入 歳 出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

国保事業 会計 851， 727 320，771 37.7 851， 727 317，930 37.3 

老 人 保 健 事 業会計 1， 127， 120 469，375 41. 6 1， 127， 120 468，423 41. 6 

簡易水道事業会 計 262，477 77，875 29. 7 262，477 65，442 24.9 

公共下水道事業会計 866，043 115，647 13.4 866，043 182， 963 21. 1 

国保病院施設会計 1， 126，046 417，552 37. 1 1， 154，241 532， 747 46.2 

-収益的収入及び支出 1，067，586 415，392 38.9 1，067，586 501， 051 46.9 

-資本的収入及び支出 58，460 2，160 3. 7 86， 655 31， 696 36.6 

老 人 保 健 施 設会計 358，432 180，517 50.4 358， 743 153， 230 42. 7 

-収益的収入及び支出 349，635 180，517 51. 6 349， 635 152， 346 43.6 

-資本的収入及び支出 8， 797 。 。。 9，108 884 9. 7 

J口h 計 4，591，845 1，581， 737 34.4 4，620，351 1， 720， 735 37.2 

(単位 千円%)
特別会計歳入・歳出予算の執行状況

地
区
)
に
お
い
て
は
、
男
女
と
も

に
投
票
率
が
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

に
達
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

(4) 〕5
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表 1 国保被保険者の年度別推移

6年度 7年度 8年度 9年度 10年度

田T
世 帯 数 (世帯) 2， 534 2，556 2， 570 2，629 2，666 

人 口 (人) 7， 355 7，314 7， 235 7， 222 7， 138 

世帯状況
世 帯 数(世帯) 1，261 1，261 1，262 1，331 1. 351 

世 幣 加 入 率(%) 49. 76 49. 33 49.11 50.63 50. 68 

国 般(人) 2， 575 2，489 2，395 2， 332 2， 235 

退 I控 者 等 (人) 159 148 141 149 166 

被保険者 老 人(人) 750 776 826 921 968 

保 状 況 計 (人) 3，484 3，413 3，362 3，402 3，369 

被保険者加入率(%) 47.37 46. 66 46.47 47.11 47.20 

一世帯あたり被保険者数(人) 2. 76 2.71 2. 66 2. 56 2. 49 

被保険者の状況(表1)

平成10年度末巳おける国保加入状況は表のとなっております。

国保被保険者Id:過疎化と共!こ社会保険事業所の適用拡大及び人口の流出なとlこより、被保険者Id:年

々減少の 途をたどっていますが、世帯数は、核家族化lこより一世帯当たりの被保険者は少芯<ぢり、

単身世帯や老人夫婦世帯が泡加しております。

表 2 一人当たり医療費の年度別推移

一 般分 退 職 分 老人分 全体分
全体の 全道分 全 国分

対前年度 (全体分) (全体分)

(円) (円) (円) (円) 伸び率(%) (円) (円)

6 年度 203， 661 380，509 917，983 365，504 108.46 410，551 299， 169 

7 年度 220， 866 503，931 827， 842 371，146 101. 54 435， 647 316， 909 

8 年度 234，843 540，761 884，523 407，291 109.74 460，825 336， 702 

9 年度 241， 038 597，515 917，635 434，712 106.73 456， 929 327， 507 

10年度 246， 106 613， 753 1，012，974 481. 981 110.87 

医療費の状況(表 2) 

医療費は被保険者が減少している!こもかかわらず高水準巴あり、年齢階層もますます高齢他傾向が

強<左よってきています。一人当たりの医療費は全体的にみると年々上昇しており、医療費lこ見合う財

政の確保が急務となっております。国保事業の安定運営のだめ1Z1d:、より一層の経営努力が必要であ

り、医療費の適正化対策の准進が重要と考えられます。

.目rk-l9]沼田市 届け出は、変更のあった日から14日以内にすませましょう

(7) 

• • 

• • 

国民健康保険が願う

‘みんなの健康"

国民健康保険 (国保)は、み毛よさんの健康を守る大切芯

制度です。長い人生のなかで、いつ、どこで大き芯事故や

病気に見舞われるかは予測できまぜん。そのよう怠ときの

定めに、日頃から収入!こ応じて、お金を出し合い、みなさ

んで闘け合うこと (相互扶闘)を目的とした制度です。

療 養 の給付/医療費の7割を国保が負担します。

療養費の支給/いつをん全額を支払って、申請すると7割が払いもどされます。

.保険証を持って行かなくて、治療を受けだ医療費の全額を支払った三とき0

.医師が必要と認めどコルセットなどの治療装具代。

・医師ガl必要と認めだあんま ・マッサージ ・Id:り ・きゅうの施術料。

入院時食事療養の支給/入院中の食事代の一部を、患者が負担し、残りを国保が負担します。

出産育児一時金の支給/被保険者が出産しだとき、出産育児 時金として30万円が支給されます。

葬祭賞の支給/被保険者が亡く芯られだとき、葬祭費として 3万円か、支給されます。

高額療護費の支給/医療費が高額!こなり、一定限度を越えた場合、払いもどしがあります。

《国保税は国保を運営していくだめの重要な財源です》

医療費が増えると、国保の財政はきし<左よります。

そして溜えだ分を補うためlこ、国保税を値よげし主よ

ければならなく芯ります。国保とみなさんの負担を

少しでも軽くするだめ巴、医療費は大切仁使いまし

ょう。

“一人ひとりの/らか、けから始めよう"

。病気の早期予防で健康づくりをすすめよう。

く〉検査を上手巴活用しよう。

く〉身近なかかりつけの医者を待とう。

く〉重複受診はやめよう。

く〉むやみ巴薬をほしがるのはやめよう。

《国保税を滞納すると》

c7 

グ
も、

み主よさんが病気やけがをし芝とき、安Il]-して治療が受けられるよう納めるのが国保税です。そのだ

め仁も滞納していると、国保の財源が確保できないばかりでなく、きちんと納めている方!こ迷惑をか

けないだめ|こも、決められだ日まできちんと納めることが大切です。

(6) 
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5名2等 (5千円相当)

3等 (3千円相当) 10名
7
月
1
日
か
ら
日
月
日
日
ま
で

の
問
で
開
催
し
た

「ぬ
く
た
ま
ら

り
l
パ
l
卜
2
」
(
倦
山
、
渡
島
の

北
部
7
町
温
泉
巡
り
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
l
)
の
抽
選
が
ロ
月
1
日
に
今

金
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
%
通
の
内
、
特
賞
に

は
八
雲
町
の
増
田
さ
ん
が
当
選
、

各
町
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き

「ぬ
く
た
ま
ら
り

l

パ
l
卜

3
」
を

3
月
白
日
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

、ピ

抽
選
を
す
る
川
島
助
役

/ 1割から2割の値下げをじまじた。

クアプラザピリカスキーリンクス・リフト料金
1" 

干重 見IJ 分類 金 害頁 +商 要

1回券
大人 220円
小人 160円

5回券
大人 1， 000円 有効期間は販売時の 1シーズン
小人 750円 時間 9:00-21 :00 

11回券
大人 2， 200円
小人 1， 600円

1日券 大人 2， 800円 有効期間は販売当日限リ
小人 2 150円 時間 9:00- 16:00  

横津ピリ力スキー学校

レッス/生徒募集中

TEL/FAX3ー 7866

干重 月IJ 分類 金 富買 措i 要

ナイヲー券
大人 1， 600円 有効期間は販売当日限リ
小人 200円 時間 16:00-21 :00 

シーズン券
大人 21， 500円 有効期間は販売時の 1シ スン
小人 1 6 500円 時間 9:00-16:00 

ナイヲ 大人 1 4， 000円 有効期間は販完時の 1シ ズン
シスン券 小人 1 0， 000円 時間 16:00-21 :00 
ナイヲ 共通 大人 35， 000円 有効期間は販売時の 1シ ズン
シスン券 小人 25 000円 日寺間 9:00-21 :00 

※小人/小学生以下となっております。

• • やや令

11月末現在
前月女Ht

7， 153人( 2 ) 

3，448人( 3) 

3， 705人(ム1)

2， 702世帯( 4) 

口

数男

女

帯

人

世

令。30+

租
税
教
室
開
催

八
束
小
学
校

百税
円を
甲知
11る
再週
昼間

(8) 

ロ
月

1
目
、
税
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
租
税
教
室
が
八
束
小
学

校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

5

・
6
年
生
を
対
象
に
八

雲
税
務
署
職
員
が
「
く
ら
し

と
税
」
(
平
成
日
年
今
金
町

圃

発
行
)
、
ビ
デ
オ
を
使
い
税

帽

の
大
切
さ
、
日
常
生
活
に
お

い
て
の
税
の
役
割
を
説
明
。

児
童
か
ら
は
多
く
の
質
問
が

あ
り
、
税
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

完成する

u月
幻
日
、
国
営
直
轄
か
ん
が

い
排
水
事
業
北
拾
山
右
岸
地
区、

道
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業

神
丘
地
区
の
事
業
完
成
記
念
祝
賀

会
が
神
丘
地
域
土
地
基
盤
整
備
促

進
期
成
会
(
曽
我
井
完
治
会
長
)

の
主
催
の
も
と
神
丘
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

国
営
北
槍
山
右
岸
地
区
の
事
業

は
、
畑
か
ら
水
田
に
生
ま
れ
変
わ

る
の
を
夢
見
た
受
益
者
の
同
意
の

も
と
に
昭
和
特
年
に
着
工
し
ま
し

た
が
、
国
の
開
田
抑
制
に
よ
り
計

闘
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

一)中豊田

樹)寒昇

祐

弘

11月8日(保護者

11月24日(保護者

うとでめおう

ん

ん

よ

h

ち

じ
F
b

京
之
常

ん
十
花
り
里

たお

上

花

園

川

立

• • 
裕子さん(北槍山町)

香さん(劉11宮前)

(八鈴)

(トマンケシ)

(本 町)

(上種川)

(末広町)

(南栄町)

82歳

59歳

95歳

83歳

74歳

70歳

固 いつまでもおしあわせに

1)18 樋野祐司さん(東町)=太田

九 森屋 伸さん(寒昇)=)I[村

画面おくやみもうしあげます

増田す正ゑさん 11月15日

妹尾好道さん 11月22日
佐々木クリ さん 11月24目

黒須隆三郎さん 11月25日

垣本豊次さん 12月2日

舟木 豊さん 12月3日

休日当番医
1月1日岩間医院(今金)H2 -0057 

2日 北柏山立国保病院(北槍山) H4 -5321 

3日今金町立国保病院(今金) H2 -0221 

(l日-3日は午前10時から正午までとなっております。)

9日 道南ロイヤル病院(北槍山) H4 -5011 

10日今金町立国保病院(今金) H 2 -0221 

16日待崎医院(瀬棚)H 7 -3021 

23日 今金町立国保病院(今金) H 2 -0221 

30日 道南ロイヤル病院(北槍山) H4 -5011 
(2月分については予定です)

2月6日 北袷山立国保病院(北柏山)

11日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚J)

13日 今金町立国保病院(今金)

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご了承ください。

H4 -5321 

H7 -2470 

H 2 -0221 

※診療11寺問

午前10時から正午まで

午後 1時から 3時まで

12月6日受付分まで

税
を
知
る
週
間
に
ち
な
み
、

習
字
の
作
品
展
示

(
M
点
)
が

今
金
町
郵
便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
l
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

営
由
民
意
欲
を
失
い
か
け
た
受
益

者
で
し
た
が
、
決
意
を
新
た
に
神

丘
地
域
土
地
基
盤
整
備
促
進
研
究

会
を
発
足
し
、
そ
の
後
事
業
促
進

の
目
途
が
つ
き
期
成
会
に
組
織
変

更
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

北海道最低賃金 平成11年10月 1日発行

日額(円) [時間額(円)

5，020628  

産業別最低賃金

小児科外来の診療時間変更について
小児科外来は、毎週水曜日と金曜日の午後からの診療と

なっておりますが 次の期日については、診療開始時間が
午後2時以降に変更となりますのでお知らせいたします。

(金)
(金)

(金)

1月14日

l月28日
2月18日

完成を記念し建てられた
記念碑 「朔く郷」

平成11年12月 1日発行

最低賃金の件名
最低賃金額

日 額(円) 時間額(円)

乳製品、糖類製造業 5， 613 702 

鉄鋼業 5， 930 742 

電気機械器具製造業 5， 579 698 
鰍製造・腕章、船体かけ製造業、服製造惇理主 5， 644 706 

〕n叫〔



年
童
相
談
日
の
ご
采
肉

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

『
凶
い

善

zn

。

と

き

i
月
初
日
(
木
)

午
前

ω時
1
午
後
3
時
ま
で

(
午
後
ロ
時
日
分
;

ー
時
ま
で
昼
食
)

役
場
町
民
相
談
室

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
銀
年
金
係
》

。
と
こ
ろ

。
相
談
員

水

道

の

凍

結

に

注

意

し

ま

し

ょ

う

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
の
凍

結
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
の
さ
い
、
絞
る
前
に
戸
締
ま

り
と
、
水
道
の
水
抜
き
を
し
ま
し

ょ-つ。万

一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か

ら
床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か

タ
オ
ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
て

日
分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

み

ん

な

た
の
し
か
っ
た
が
く
し
ゅ
う

は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

花
石
小
学
校

よ
こ
や
ま

1
ね
ん

か
す
み
さ
ん

u月
凶
日
が
く
し
ゅ
う
は
っ
ぴ

ょ
う
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ゅ
う
ぎ
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
い

っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
し
ま
し
た
。

ほ
ん
ば
ん
で
は
、
き
ち
ん
と
お
ど

れ
ま
し
た
。
は
く
を
か
ぞ
え
な
が

ら
お
ど
り
ま
し
た
。

5

・
6
ね
ん
せ
い
の
ふ
え
は
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
む
ず
か

し
そ
う
で
し
た
。

は
っ
ぴ
ょ
う
の
あ
か
ず
き
ん
ち

ゃ
ん
は
、
や
す
む
と
こ
ろ
を
や
す

ま
な
い
で
よ
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
ド
キ
ド
キ
し
て
、
大
き
な
こ

え
が
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

げ
き
は
、
で
て
く
る
と
き
す
こ

く
と
水
が
で
ま
す
。
い
く
ら
熱
湯

を
か
け
て
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

次
の
今
金
町
指
定
工
事
事
業
者
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
小
山

設

備

工

業

8
2
1
2
5
7
4
 

0
佐
々
木
金
物
仰

8
2

0

1
3
7
 

0
渡

辺

住

宅

設

備

8
2
1
2
6
5
4
 

0
附
多
田
鉄
工
設
備

8
2
1
0
i
0
8
 

0
山

形

住

宅

設

備

8
2

2

4
3
0
 

木

設

備
8
2
1
2
5
5
8
 

O 
鈴

《
上
下
水
道
課
》• • 

の
広

場

し
お
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、
大
き

な
こ
え
で
い
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

お
ん
が
く
は
、
れ
ん
し
ゅ
う
の

と
き
で
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ほ
ん

ば
ん
は
き
ち
ん
と
で
き
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
の
ま

l
ち
が
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。

5

・
6
ね
ん
せ
い
の
げ
き
は
、

む
ず
か
し
そ
う
で
し
た
。

「
せ
り

ふ
を
よ
く
お
ぼ
え
れ
る
な
あ
」
と

お
も
い
ま
し
た
。
「
さ
す
が
5
・6

ね
ん
せ
い
だ
な
あ
」
と
お
も
い
ま

し
た
。

た
の
し
い
が
く
し
ゅ
う
は
っ
ぴ

ょ
う
か
い
に
な
り
ま
し
た
。

た
の
し
か
っ
た
学
し
ゅ
う

は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

花
石
小
学
校

し
の
木

2
年

あ
す
か
さ
ん

踏

土

駐

車

は

絶

苅

に

や

め

て

く

だ

さ

い

除
雪
作
業
は
、
主
に
交
通
量
の

少
な
い
早
朝
に
作
業
を
行
い
ま
す

が
、
路
上
に
車
が
駐
車
し
て
い
ま

す
と
、

地
吹
雪
の
時
な
ど
視
界
が

悪
く
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
車
が
駐
車
し
て
い
る
部

分
の
除
蓄
が
で
き
ず
、
交
通
障
害

の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
路
上
駐

車
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

《建
設
訓
附
》

. . 

U
月
凶
日
に
学
し
ゅ
う
は
っ
ぴ

ょ
う
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
が
一
番
こ
こ
ろ
の
中
に

の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
げ
き
で

す
。
た
の
し
か

っ
た
か
ら
で
す
。

い
っ
す
ん
ぼ
う
し
を
う
ご
か
す
の

が
た
い
へ
ん
で
し
た
。
大
き
な
こ

え
で
い
え
ま
し
た
。
す
こ
し
ま
ち

が
っ
た
け
れ
ど
、
さ
い
ご
ま
で
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

つ
ぎ
に
、
こ
こ
ろ
の
中
に
の
こ

っ
て
い
る
の
は
、
ゅ
う
ぎ
で
す
。

ゅ
う
ぎ
は
、
き
ち
ん
と
お
ぼ
え
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
い
ど
う
の
と
こ
ろ
で

す
。
ま
わ
る
と
こ
ろ
を
ま
ち
が
っ

た
け
れ
ど
、
だ
い
た
い
は
で
き
ま

し
た
。
よ
か

っ
た
で
す
。

一
番
し
っ
.は
い
し
た
な
あ
と
お

も
っ
た
の
は
、
お
も
ち
ゃ
の
マ
ー

チ
で
す
。
そ
れ
は
、
さ
い
ご
の
と

こ
ろ
を
ま
ち
が

っ
た
か
ら
で
す
。

は
っ
ぴ
ょ
う
の
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ

ん
は
、
こ
え
を
大
き
く
出
す
の
を

気
を
つ
け
て
は
な
し
ま
し
た
。
で

も
、
う
し
ろ
ま
で
こ
え
が
と
ど
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
も
、

5

・
6
年
生
に
な
っ
た
ら
、
が
ん

ば
り
た
い
な
ぁ
と
お
も
い
ま
し
た
。

と
て
も
た
の
し
い
学
し
ゅ
う
は

っ
ぴ
ょ
う
か
い
で
し
た
。
ま
た
、

1
 

0
 

1
 

〔
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• • 
や
り
た
い
で
す
。

今金町奨学資金の貸付希望者へ
平成12年4月から修学される学生で、奨学資金を希望され

る方は、平成12年 3月10日まで教育委員会にお申し込みくだ

さい。

0貸付対象者

今金町に居住する者の子弟で次の条件を備えていること。

l 高校及び大学に在学又は進学を希望する者。

2 学資を支払うことが困難と認められる者。

3 身体健康、学業成績俊秀、性行善良である者。

O貸付額

A 高校、専修学校高等諜程、高等専門学校第 3学年以下

l人月額 10，000円以内

B 専修学校専門課程、高等専門学校第4学年以上

l人月額 15， 000円以内

l人月傾 18，000円以内

1人月額 20，000円以内

I人月傾 25，000円以内

俳 句 i
〈 七在 終日 気s 元t 藩日 掌~ I 
g 十そのに朝;候iのら {

路じ家ゃ入いの:の ゆ { 
ょのにり祝F書主ず {

未み君Zの詩t幅t南z( 
2 知ち と赤t 吟Z 掲i: 国~ ( 
しの 見みきずげの {
E余ょ上ぁ冬古やふ し 日ひ {

白Tく制111奥Z初雪を { 
"や川る娘こ社E座ざ放2{
2初当初号の リ敷包ち { 
E麿=御み編ぁ { 
ザ サ空Zめ { 

る 白

C 短期大学

D 大 学

E_大 学 院

O償還

卒業後6カ月据え凶き、 10年以内の年賦償還です。

※詳しくは教育委員会管理課にお尋ね下さい。

212-3488 

今
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わ

岡
山

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
二
コ
b
t
立、

田

園

町

の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に

し

つ

J
寸

前

八

八

一山

嗣
山

‘家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

1

1
1
1

1
1

1

0

回
目

熱
意
を
も
っ

て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
フ
イ
向
J

U

J

ユ
力
l
ピ
コ
ヲ
に
跳
髄
!

今
金
っ
子
の
ふ
れ
あ
い
体
験
工
房

、、i、

フ
ィ
ッ
シ
ユ
カ

l
ビ
ン
グ
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
つ
木
片
を
大
ま

か
な
形
に
糸
ノ
コ
で
切
り
、
カ
ッ

タ
ー
で
削
り
、
紙
ヤ
ス
リ
で
形
を

整
え
、
彩
色
し
て
魚
の
形
に
仕
上

げ
ま
す
。
ロ
月
4
日

・
U
日
の
2

日
間
、
小
学
生
日
名
が
ヤ
マ
メ
の

フ
イ
ツ
シ
ユ
カ

I
ピ
ン
グ
に
初
ト

ラ
イ
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
自

の
前
に

「お
も
し
ろ
い
!
」
と
歓

声
を
あ
げ
ま
し
た
。

刃
物
を
操
る
こ
と
が
昔
手
と
言

わ
れ
る
最
近
の
子
供
達
で
す
が
、

!52?Z思害程 2000年代生涯スポーツ展望 話iスRJ fぃ
様 子ツて適す病 、れポまをた よ
々供向I!い度 。と 硬病 てビ 増運まもツ能活でい ま快体 リ、 lす見 。い
なをれまのこし 化気 い・ }) 日動 た証のに:!tlはる普す感的フ体ツ。つ新よ
問取 もす運のて ・は ま新が不、明大差な、人段 。ににレカを めた 2
題り i架 。liiJ予危 糖、 す IlH、足食 さ切がど 血とス よ も ツ 憎 生 直な O
をま京11まが防険尿高。等最に 生れさ見様年しポ つ 精シ進 活 し気 O
提 くでた ー は性病 血Il~ で、戸よ活てがら々心て l て 神 ユ ・ の て持 O
起環、子番、のな圧満報1lIるのい医れな拍いツ 解 的 な運 ー みち年
し境少供の食高どやにじの肥変ま学ス身数なを 消 に ど 動 部 たで を
ての子の薬事い生動よらテ満 化す的ポ体.いし さも、不に
お変化スと *11がII古 脈 る れ レ のや。に|機 11市 人 て れ 爽 肉 足 取 とポえ

刃
物
に
其
剣
に
取
り
組
む
綴
子
を

伺
っ
て
い
る
と
、
H

危
険
だ
u

と

言
っ
て
遠
ざ
け
て
い
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
安
全
な
使
い
方
を
教
え
、

実
際
に
手
に
取
っ
て
み
る
こ
と
で

身
を
持
っ
て
、
覚
え
る
と
と
の
大
切

さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
実
際
、

応
初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
糸
ノ

コ
や
カ
ッ
タ
ー
を
扱
っ
て
い
ま
し

た
が
、
マ
メ
や
小
さ
な
キ
ズ
を
つ

く
り
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
返
す
と
、
川
遊
び
、
木
登

り
な
ど
昔
遊
び
の
中
に
は
た
く
さ

ん
の
危
険
が
潜
ん
で
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
小
さ
な
ケ
ガ
が
絶
え

ず
、
焔
み
を
知
る
こ
と
で
、
自
然

に
予
防
の
知
恵
を
身
に
つ
け
て
い

た
の
で
す
。
遊
び
を
取
り
巻
く
環

涜
が
変
わ
っ
た
今
、
意
図
し
て
失

敗
や
成
功
を
体
験
さ
せ
る
機
会
を

つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。• 

f 

• 

り
、
自
主
的
な
集
団
遊
び
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
子
供
の
頃
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

の
習
慣
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
鍵
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
益
々
時
代
が
変
化
す
る
中

で
健
康
を
意
識
し
な
が
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
り
、
楽
し
み
を
目
的
に

行
っ
た
り
、
人

・
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
考
え
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
可
能
性
を
見

つ
め
る
こ
と
は
、
新
た
な
発
見
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
う
の
で
す
。

幻
世
紀
に
つ
な
が
る

2
0
0
0

年
を
生
渡
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら

自
分
に
あ
っ
た
種
目
を
選
び
実
践

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

る運3巷~宅J麗句

矩

憶

(
こ
た
つ

本
格
的
な
冬
の
到

来
と
と
も
に
、
阪
か

い
室
内
で
過
こ
す
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

〈文{也財t軍訪43)

ス
ト
ー
ブ
が
普
及

す
る
大
正
か
ら
昭
和

初
期
ま
で
の
重
要
な

わ
た
し
の
生
涯
学
習

子
供
達
と
学
園
生
が

一
緒
に
作

暖
房
具
は
矩
燥
で
し
た
。
写札口
〈は

故
阿
部
精
助
さ
ん
(
種
川
地
区
)

か
ら
寄
贈
い
た

d

た
い
た
も
の
で

す
。
木
製
の
や
ぐ
ら
の
中
に
炭
火

を
白
い
て
や
ぐ
ら
の
上
か
ら
布
団

や
毛
布
を
か
け
た
も
の
で
す
。
矩

縫
は
寝
る
時
に
も
よ
く
利
用
さ

れ
、
子
供
述
が
四
方
八
方
か
ら
足

を
入
れ
、
布
団
を
か
け
て
寝
る
の

が

一
般
的
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
い
ま
や
床
暖
房
や
セ

ン
ト
ラ
ル
ヒ

l
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が

家
庭
の
暖
房
の
主
流
と
な
り
、
居

間
の
中
央
の
矩
縫
や
ス
ト
ー
ブ
を

阻
ん
で
の

一
家
団
幾
の
風
景
も
あ

業
す
る
様
子
に
目
を
細
め
、
指
導

に

一
段
と
熱
が
入
る
戸
室
孝
俊
さ

ん
(
光
の
里
学
園
生
活
援
助
主

事

・
田
代
在
住
)
。
光
の
里
学
園
で

は
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
な
ど
の
山凶
作

業
や
木
工
品
づ
く
り
、
陶
芸
な
ど

を
通
し
て
、
学
園
生
の
社
会
復
帰

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
カ
ヌ

l
製
作
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す。
「自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
技

術
と
学
園
の
施
設
を
防
波
し
に
、

子
供
達
と
学
闘
生
の
交
流
の
場

を
」
と
の
願
い
で
、
昨
年
は
約
半

年
か
け
て
カ
ヌ
づ
く
り
を
、
今

• • 
〆
縄

す 2し違?
よ O たつ 、
う O 。た ..... 
に O 自シ IIJ
! 年分 ン .-

もでプ ー」
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までで

お
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
〆
飾
り

で
す
。
そ
こ
で
、
な
ん
で
も
体
験

隊
(
小
学
4
年

1
6
年
の

4
名
)

で
は
、
中
里
地
区
で
現
在
も
〆
純

づ
く
り
を
続
け
て
い
る
伊
藤
国
義

さ
ん

・
嶋
喜
好
さ
ん

・
嶋
春
雄
さ

ん
か
ら
け
月
幻
日
そ
の
方
法
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

材
料
と
な
る
の
は
、
乾
燥
し
た

ス
ゲ
。
こ
の
ス
ゲ
を
燃
り
合
わ
せ

る
の
が

一
番
難
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。
松
の
葉
や
ゆ
ず
り
葉
の
飾
り

を
付
け
て
完
成
し
た
〆
縦
は
街
頭

で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は

一
味

史
跡
ピ
リ
カ
遺
跡
は
旧
石
器
時

代
の
遺
跡
で
す
が
、
こ
の
旧
石
総

と
い
う
純
文
時
代
以
前
の
石
器
が

日
本
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
の
が

群
馬
県
岩
宿
逃
跡
に
お
い
て
で
し

た
。
今
回
そ
の
発
見
切
周
年
を
記

念
す
る
企
画
展

「岩
宿
遺
跡
発
据

叩
年
の
足
跡
」
が
岩
宿
文
化
資
料

館
に
お
い
て
去
る
ゆ
月
1
日
よ
り

日
月
間ω
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
ピ
リ

カ
遺
跡
の
玉
な
ど
重
要
文
化
財
訓

点
が
こ
の
企
画
展
に
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
全
国
の
人
た
ち

に
見
て
も
ら
い
、
こ
の
ほ
ど
返
却

さ
れ
ま
し
た
。

2
月
か
ら
は
九
州

鹿
児
島
県
繁
明
館
に
貸
出
す
予
定
。

〕2
 

1
 

〔

-ー

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

参
考
文
献

「北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

年
は
フ
ィ

ッ
シ
ユ
カ

l
ビ
ン
グ
づ

く
り
や
カ
ヌ
ー
で
川
下
り
な
ど
の

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

「子
供
達
は
素
直
。
一

緒
に
体

を
動
か
し
て
い
る
う
ち
に
学
閥
生

と
ど
ん
ど
ん
仲
良
く
な
り
ま
す
。

障
害
者
を
理
解
し
て
く
れ
る
手
助

け
に
な
れ
ば
。
」
ま
た
、
一
緒
に
汗

を
流
し
て
く
れ
る
仲
間
を
思
い
や

り
、
「職
場
の
理
解
と
同
僚
の
応

援
が
支
え
で
す
。」

と
も
。

「陶
芸
の
事
で
も
、
木
工
の
事

で
も
、
気
軽
に
学
園
を
訪
れ
て
く

だ
さ
い
。
」
と
お
っ

し
ゃ
る
元
気

は
つ
ら
つ
の
戸
室
さ
ん
で
し
た
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

内，R
V

7
日
制
却

1
9
日
却

こ
ど
も
か
る

1

1

1

4
 

た
教
室

9

・
ω
総
合

な

kpT自

に

4
7
E

吉

ω日
開
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

酷

講
習
会

問

ω
総
合

番

体
育
館

向

日
日
刈

・
ロ
日
制

ボ
ラ
ン
テ
ィ

創

ア
ス
ク
ー
ル
M
と
し
べ
つ

間

(
中
学
生
の
部
)

9

ω

判

日
日
附
・
凶
日

ω
ボ
ラ
ン
テ
ィ

崎

ア
ス
タ
ー
ル

川
と
し
べ
つ

沼

(
高
校
生
の
部
)

9
・
∞

T
F

m日
附
ー
は
日

ω
の
び
の
び
ウ

{
。

イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

づ

ネ
イ
パ
ル
森

川

日
日
出
こ
ど
も
会
連
合
会
百
人

削

一
首
大
会

9

∞

総

5

合
体
育
館

5

凶
日
間
町
民
ビ
!
チ
バ
レ

l
ポ

-
ル
大
会

ω
ω
総

Z

合
体
育
館

&

げ
日
間
1
n
日
間

巡
回
落
語
講

座

「夢
の
た
よ
り
」
各

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
ほ
か

お
日
間
桧
山
子
連
か
る
た
大
会

上
ノ
国
町

mu
日

ω
背
品
市
青
少
年
一
訪
日
代

表
団
訪
問
ク
ア
プ
ラ
ザ

ピ
リ
カ

[13) 
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ー
ズ
に
で
き
浴
槽
内
の
バ
ラ
ン
ス

も
保
っ
て
く
れ
ま
す
。

。?

自
宅
圃
B
で
の
ひ
と
工
宍

年
金
手
帳
は
な
ぜ
必
要
な
の

お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
楽
し
み

な
方
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

自
宅
の
お
風
自
に
ゆ
っ
く
り
入
れ

る
こ
と
は
、
精
神
的
に
も
身
体
的

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
よ
い
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
。
入
浴
は
単
に
身
体

を
清
潔
に
す
る
た
め
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
欲
の
地
進

や
安
眠
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
の
方
や
身
体
に
障

害
を
持
っ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、

ま
た
ぐ

・
し
ゃ
が
む

立
ち
上
が

る
、
と
い
う
動
作
が
大
変
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
で
も
、
ち

ょ
っ
と
し
た
改
造
や
部
分
的
な
道

具
の
導
入
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
自
宅
で
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

浴
槽
台

浴
織
内
に
設
置
で
き
、
取
り
外

し
部
分
が
吸
盤
式
に
な
っ
て
お
り
、

取
り
外
し
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

浴
槽
か
ら
立
ち
上
が
り
に
く
い
方

は
、
浴
槽
台
の
上
に
座
っ
て
入
浴

す
る
と
、
立
ち
上
が
り
ゃ
す
い
で

す
。
浴
槽
が
深
い
と
き
に
使
う
と
、

階
段
の
よ
う
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
浴

惜
の
出
入
り
が
で
き
ま
す
。

れ
て
、
厚
生
年
金
保
険
の
資
格
記

川町

録
が
こ
の
年
金
手
帳
に
登
録
さ
れ

‘b
2

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

た

ー

に
1
冊
の
年
金
手
用
で

3
制
度
の

し

1

異
動
が

一
目
で
わ
か
る
仕
組
み
と

ま

2

な
っ
て
い
ま
す
。

り

1

あ
線

な
お
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た

均

E-ail-

と
き
も
、
年
金
係
の
窓
口
で
、
再

ト

発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
川

シ
ト

お
問
い
合
わ
せ
先

山
内
心

町
民
諜
年
金
係

れ

ト

8
2
1
0
1
1
1
(内
線

1
2
2
)

ヤ
8

ザ
で

た
陪

一つ釘

e
h
↑R
 

に
週

要
交

不
問町

年
金
手
帳
は
な
ぜ
必
要
な
の

で
す
か
。
紛
失
し
た
ら
ど
こ
で

再
発
行
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

年
金
手
帳
は

3
制
度
共
通
で
す

浴
室
を
改
造
す
る

浴
槽
の
出
入
り
は
段
差
が
問
題

に
な
り
ま
す
。
手
す
り
を
つ
け
て

段
差
の
乗
り
越
え
を
容
易
に
し
ま

す
。
ま
た
、
す
の
こ
な
ど
を
置
き
、

平
面
に
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
要

介
鍛
老
人
や
下
肢
又
は
体
幹
機
能

附
害
で
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
「
入
浴
補
助

用
具
」
と
し
て
浴
柏
台
、
シ
ャ
ワ

椅
子
、
パ
ス
グ
リ

ッ
プ
な
ど
の

給
付
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
た

「総
合
福
祉
施
設
と

し
べ
つ
」
で
は
い
ろ
い
ろ
な
入
浴

補
助
用
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
下
さ
い
。
制

度
の
相
談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

《在
宅
介
畿
支
援
セ
ン
タ
ー
》

8
2
1
2
7
8
0
 

年
金
手
帳
は
、
あ
な
た
自
身
の

年
金
権
を
確
保
す
る
た
め
の
大
事

な
も
の
で
す
。

こ
の
年
金
手
帳
は
、
社
会
保
険

庁
が
管
理
運
営
す
る
厚
生
年
金
保

険
、
船
員
保
険
及
び
国
民
年
金
の

3
制
度
共
通
の
も
の
に
な

っ
て
い

ま
す
。例

え
ば
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

す
と
、
個
人
の
年
金
番
号
を
付
し

た
年
金
手
帳
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
番
号
は
終
身
あ
な
た
の
番
号

と
し
て
社
会
保
険
庁
に
登
録
さ
れ
、

保
険
料
の
納
付
や
免
除
の
記
録
を

行
い
、
将
来
の
正
確
な
年
金
給
付

に
結
び
つ
け
る
記
録
と
す
る
わ
け

で
す
。ま

た
、
就
織
し
て
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
た
と
き
に
も
、
こ
の

年
金
手
帳
の
年
金
番
号
が
使
用
さ

シ
ャ
ワ
ー
椅
子

高
さ
調
節
が
で
き
、
立
ち
上
が

り
が
大
変
な
方
は
、
立
ち
上
が
り

ゃ
す
い
位
置
ま
で
椅
子
を
高
く
で

き
ま
す
。
ま
た
、
浴
柏
の
高
さ
と

同
じ
に
す
る
と
、
座
っ
た
ま
ま
、

浴
相
の
出
入
り
が
楽
に
で
き
ま
す
。

今金町の
交通事故発生状況

11月発生 11月末現在

発生件数 3件 16件

死者数 O名 l名

傷者数 3名 21名

※ss運動(スピードダウン・シートベル
ト活用)で交通事故を未然に防ごう !

交通事故死ゼ口日数 唱36目

バ
ス
グ
リ
ッ
プ

浴
柑
の
縁
に
取
り
付
け
る
手
す

り
で
す
。
浴
柑
の
出
入
り
が
ス
ム• 

• 

-・.

" 

• 

• 

歯
垢
に
負
け
な
い
歯
肉
を
作
る
た

め
に
.
全
身
の
健
康
に
も
心
が
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
栄
養
が

不
足
し
た
り
、
腿
度
に
疲
れ
た

り
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
り
す

る
と
、
歯
肉
の
低
抗
力
が
な
く
な

っ
て
き
ま
す
。

も
し
口
の
中
に
違

和
感
を
感
じ
た
な
ら
ば
、
体
の
疲

労
度
や
健
康
度
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
・
節
煙

長
期
間
の
喫
煙
は
、
煙
の
中
に

入
っ
て
い
る
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の
物

質
で
、
細
菌
に
対
す
る
歯
肉
の
抵

抗
力
を
弱
め
、
歯
周
病
の
進
行
を

は
や
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
歯
肉
の

傷
や
、
治
療
を
受
け
た
場
所
の
治

り
が
恕
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
歯
周
病
の
予
防
や
治
療
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
も
、
禁
煙
・

節
煙
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
検
診

歯
周
病
の
治
療
は
一
度
治
っ
て

か
ら
も
続
き
ま
す
。
定
期
検
診
を

受
け
る
事
で
、
歯
周
病
の
再
発
を

防
止
で
き
ま
す
。
健
康
な
人
な
ら
、

半
年
か

一
年
に
一
回
、
歯
周
病
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
で
し
た

ら
、
三
ヶ
月
か
半
年
に

一
回
の
ペ

ー
ス
で
検
査
を
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

*母子平恥1・予診票を忘
れずに.

2/25と3/3は、乳児他診と
虫なる日なので、予防接
府!時mJ)'~::が遅れますがご
了承下さい.

お知らせ
会期豆地区巡回陸捕は耐院の拍療費と閉じです.70成以 iの方は老人1;;<抑畳給古証も必聾となりますのでお忘れのないようお闘いします.
合昨陸予防撞崎は個別峰舗となります.控輔料金は無料です.

母子手艇をご備認の上 米接種で対象年齢にある方は般磁をお勧め世します.
合昨修は感出}Jが強く 生のうちに 度はかかる亜い病気ですが.予防接輔をすることで重症{七を防ぐことが可能です.
また‘予酷~，~~撃をお持ちでない方、 畳け方がわからない方も 下記辿砧先までこ相酷下さい.

歯
周
病
は
ど
ん
な
病
気
つ

歯
槽
膿
漏
と
呼
ば
れ
て
い
る
病

気
の
こ
と
で
正
し
く
は
、
「
歯
周

病
」
と
言
い
ま
す
。

歯
と
歯
肉
の
境
自
に
付
く
細
菌

の
塊
り
で
あ
る
「
歯
垢
」
に
よ
る

炎
症
で
、
歯
を
支
え
て
い
る
歯
肉

や
歯
槽
骨
が
破
壊
さ
れ
、
歯
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
抜

け
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
歯
を
失

う
原
因
の
多
く
は
こ
の
歯
周
病
で

す
。
予
防
に
は
、
こ
ん
な
事
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

歯
を
み
が
く

毎
日
の
丁
寧
な
歯
み
が
き
が
、

歯
垢
を
取
り
除
く

一
番
の
方
法
で

す
。
歯
の

一
本

一
本
を
磨
く
気
持

ち
で
、
歯
ブ
ラ
シ
を
小
さ
く
小
刻

み
に
動
か
し
て
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

み
が
く
順
番
を
決
め
て
お
く
と
、

磨
き
残
し
も
防
げ
る
で
し
ょ
う
。

自
分
で
磨
き
は
じ
め
の
歯
と
、
磨

き
終
わ
り
の
歯
を
決
め
て
、
道
草

を
し
な
い
よ
う
に
、
丁
寧
に
歯
ブ

ラ
シ
を
動
か
し
て
い
く
の
で
す
。

最
初
は
、
鋭
を
見
な
が
ら
練
習
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
食
生
活

今金町国保病院
(小児科外来)

舟みんなの健康

岩間医院

包田医院

(電話) 2-2780 間世師保健師祉疎地雌づくり眠

生後12ヶ月~
90ヶ月未満児

生桂3歳 2.3.4ヶ月児

く迎曲先〉今金町総合福祉施設としべつ

3歳児悩m診査

麻Ili予防tH~

乳児他自主
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3織のアイドル

和輝ちゃん

うまい f
手作り豆腐は最高だね

。

砂山田

(平成9年9月30日生まれ)

末広町山田哲也さんゆかりさんの長男

【親から】

こんにちはかずきです。

ぽくは毎日。パパとママとたーくさん

お府をしているよ@そしておもちゃに

絵本、駄に町lりに大忙しなんだ。ピース

がまだ上手にできなくて l本指のポクだ

けど、 III[で会ったら声をかけてね 1

‘十河ゆきみちゃん

(平成9年12月2日生まれ)

寒昇十河幸喜さん久美子さんの長女

【親から】

「こんにちはJとおじぎをし、「パイパ

イJと手を顕り そして 「あくしゅ !Jと

手をさし出す女の干を街で見かけました

ら、お手数ですが、手を蝿ってやって下さ

い。よろしくお願いします.

ロ
月
3
目、

八
束
小
学
校
の

5
・
6
年

生
日
名
が
挑
戦
し
た
豆
腐
づ
く
り
。

こ
れ
は
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
地
域
の

お
年
寄
り
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
昨

年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
原
料
と

な
っ
た
大
豆
は
、
学
校
股
闘
で
収
機
し
た

も
の
で
、
地
域
の
人
か
ら
堆
肥
を
も
ら
い

栽
地
し
た
こ
と
と
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た

た
め
、
あ
ま
り
の
成
長
の
良
さ
に
収
機
が

遅
れ
た
そ
う
で
す
。

， 

中挙塗絵画書道展表彰Ib 平感11毎度

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
小

・
中
学
生
絵
画

書
道
展
の
表
彰
式
で
次
の
児
童
・生
徒
が
、

日
月
幻
日
役
場
に
お
い
て
村
本
町
長
、
中

野
議
長
、
竹
内
教
育
委
員
長
、
大
即
時
教
育

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

小
学
生
1
3

口
絵
画
の
部

(
出
展
数

4
点
・
中
学
生
泥
点
)

。

町

長

賞

讃
岐
遼
(
八
東
小
学
校
4
年
)

植
田
早
百
合
(
今
金
中
学
校
3
年
)

讃岐くんの作品

• 

植田さんの作品

。

議
会
議
長
賞

山
崎
す
み
れ
(
今
金
小
学
校
2
年
)

桑

原

志

帆

(
今
金
中
学
校
3
年
)

O
教
育
委
員
長
賞

中
山
和
久
(
金
原
小
学
校
2
年
)

南
川

知
美
(
今
金
中
学
校
3
年
)

。

教

育

長

賞

矢
野
辰
徳
(
神
丘
小
学
校
6
年
)

宮
本
翼
(
今
金
中
学
校
3
年
)

。

佳

作
小
学
生
川
名
、
中
学
生
日
名

口
書
道
の
部

(出
展
数

小

学
生
1
2

0
点
・
中
学
生
部
点
)

。

町

長

賞

舘
野
ひ
か
り

(
今
金
小
学
校
6
年
)

桑
原
志
帆
(
今
金
中
学
校
3
年
)

桑原さんの作品

。

議
会
議
長
賞

小
西
李
奈
(
今
金
小
学
校
5
年
)

今
野
絵
理
香
(
今
金
中
学
校
1
年
)

O
教
育
委
員
長
賞

三一
津
橋
育
美
(
種
川
小
学
校
3
年
)

矢
野
篤
(
今
金
中
学
校
3
年
)

O
教
育
長
尚
一
一周

伊
藤
宏
弥
(
神
丘
小
学
校
4
年
)

田
中
千
賀
(
今
金
中
学
校
2
年
)

。

佳

作
小
学
生
日
山
名
、
中
学
生
川
名

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

制
②
0
1
1
1
番

編
集
/
企
直
調
整
課
広
報
広
聴
係
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